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はじめに 

 平成24年度の介護保険制度の改正は、「地

域包括ケアシステムの実現」という基本的な

考え方にそって行われることが予想される。

「地域包括ケアシステムの実現」では、利用

者に地域で医療、介護、予防、住まい、生活

支援サービスを切れ目なく、一体的に提供す

ることをめざしている。 

 また、医療面では、リハビリ入院日数の短

縮化など、医療から介護分野への利用者のシ

フトがすすんでいる。そのための医療、介護

の円滑な連携をめざし、制度・政策の整備も

取り組まれている。 

 このように、交通事故の障がい者、要介護

高齢者等が地域で安心して暮らせるように、

制度等の整備がはかられつつある。 

 これらの動向、制度整備等をふまえると、

介護サービス等事業者には、これらに対応す

るためのサービスの質の確保、サービス･事業

の体制構築がさらに求められる。 

 ＪＡの介護サービスにとっては、多様化す

る利用者ニーズに応えるとともに、法制度の

見直しや事業者間の競争の激化などの“変化”

に耐えうる事業の質・力をつくることが一層

重要となってきており、サービスの質の向上

は大きな課題の一つとなっている。 

 ＪＡ共済では、本研究所と連携し、ＪＡの

介護サービスの質の向上に役立てるために、

中伊豆、別府の両リハビリテーションセンタ

ー（以降、「リハビリセンター」という。）で

蓄積したノウハウ等の提供活動（以降、「支援」

という。）を、リハビリセンターの介護専門職

により、19～22年度にわたり実施してきてい

る。 

 以下に、支援に対する理解と活用を促すた

め、22年度における支援の内容、支援への評

価、支援時の助言内容
注１）

を紹介することと

する。 

 

支援活動実績（Ｈ19～Ｈ22） 

 19年度 20年度 21年度 22年度 

支援実施数 15 18 22 24 

(実施ＪＡ等の数) (15) (18) (20) (20) 

＊①ＪＡ等：ＪＡ、ＪＡ関連法人、中央会、厚生連 

 ②20、21、22年度は２回目の支援ＪＡ等を含む 

 

 

 

 

 

平成22年度の「農協共済中伊豆、別府の両リハビリテーション 

センターによる介護ノウハウ等の提供活動」について 

調査研究部 泉田 富雄 

 

注１）
「中伊豆・別府リハビリテーションセンターによるＪＡの介護サービスへの支援に関する調査研究報告書」（平成

22年度）のなかから抜粋・加筆 
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１．支援の内容 

 支援の主な内容は次のとおりである。 

 個別支援 

1) デイサービス 

 ① 事業所での全体的なサービスの流れ、

個々のサービス（入浴、レクリエーショ

ン等）の流れ・方法・内容、利用者対応、

設備・用具の活用などの助言 

 ② 介護技術の指導 

 ③ 職員との意見交換 

2) ホームヘルプサービス 

 ① 利用者宅でのサービスの流れ・方法・ 

  内容、利用者対応、用具の活用などの助

言 

 ② 介護技術の指導 

 ③ 職員との意見交換 

 県等での全体的研修 

 ① 介護サービス・運営の全般 

 ② 介護技術（移動、排泄等の個々の介護

技術） 

 ③ 「立位での運動・いすでの運動」手引

書による機能訓練・体操の方法など 

 ④ 福祉用具に関する機能や利用者への適

切な提供・対応など 

＜支援当日における流れと支援内容（例）＞ 

デイサービスの場合 ホームヘルプサービスの場合 県等での全体的研修の場合 

10：00～10：15 
 支援の流れや施設での留意点など
の確認（支援先ＪＡと） 
10：15～12：30 
 入浴サービス（可能な場合）、入浴
外の利用者へのサービス、食事（昼食）
サービスなどを観察、職員からの質問
への助言 
13：30～16：00 
 レクリエーション、機能訓練、送迎
などを観察、職員からの質問への助言 
（16:00～17:00 観察のまとめなど
の支援スタッフの作業） 
17：00～19：00 
①サービス・運営の観察における助言 
②職員との意見交換 
③必要に応じて介護技術、機能訓練な
どの助言 

10：00～10：15 
 支援の流れや利用者宅での留意点
などの確認（支援先ＪＡと） 
10：15～13：00 
 利用者宅へホームヘルパーと同行
（可能な場合）し、サービス観察や職
員への助言 
14：00～16：00 
 利用者宅へホームヘルパーと同行
（可能な場合）し、サービス観察や職
員への助言 
（16:00～17:00 観察のまとめなど
の支援スタッフの作業） 
17：00～19：00 
①サービス・運営の観察における助言 
②職員との意見交換 
③必要に応じて介護技術の助言 
 

10：00～12：00 
 利用者視点のサービスや介護技術
の基本、高齢者の身体機能、福祉用具
の機能などの座学研修 
13：00～16：00 
 介護技術、レクリエーション、機能
訓練、福祉用具活用などの実技研修 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「福祉用具の活用について」－車いすを中心に－の研修 

１．車いすの機能や座位、不適合な車いすなどについて
（講義） 

 ① 車いすの機能 
 ② 正しい座位（正しい座る姿勢を考える場合の留意

点） 
 ③ 不適合な車いすとは（よい座位のためには、車い

すの機能） 
 ④ シーティング（座位保持） 
２．車いすの選び方や管理などについて（事例検討も含
めて） 

 ① 車いすの選び方 
 ② 車いすの利用留意点 
 ③ 車いすの管理 
 ④ 車いすの事故 
 ⑤ 事例検討 
   ある利用者に対して、最適な車いすの選定（会場

にある車いすのなかから）するという課題を検討 

 

＜県等での全体的な研修のテーマと項目（例）＞ 
「立位での運動、いすでの運動」手引書による研修 

１．「立位での運動、いすでの運動」の予備知識（講義） 
 ① 「立位での運動、いすでの運動」手引書のねらい

など 
 ② 通所介護サービスの役割 
 ③ 高齢者の身体の特徴 
 ④ 運動～生活機能の改善 
 ⑤ 運動のすすめ方 
 ⑥ 運動の基本原則 
 ⑦ 運動実施上の注意点 
 ⑧ 運動の流れ 
 ⑨ 運動の評価 
 ⑩ 運動実施上の留意点 
 ⑪ 体調確認 
 ⑫ 運動のリスク管理方法 
２．「立位での運動、いすでの運動」手引書による運動
指導（実技） 

 ① 運動指導 
 ② 運動項目のポイントの説明 
 ③ 質問／助言 
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２．支援先ＪＡの評価 

 支援先ＪＡの介護職員へのアンケート調査

結果（回答数：24ヶ所（20ＪＡ）、408名）
注２）

をみると、支援に対する全体的な感想につい

ては、９割強の方が「非常によかった」「よか

った」と高い評価をしている（図１）。４年間

の評価をみても、毎年ほぼ９割方が高い評価

をしている（表１）。 

 支援の内容に関する今後の業務や活動等へ 

 

 

 

 

 

の活用については、９割弱の方が「活かせる」

と高い評価をしている（図２）。４年間の評価

をみても、毎年ほぼ８割を超える方が高い評

価をしている（表１）。 

 記述回答の「具体的によかったこと」では、

サービス提供に関して改めて考えさせられ

た、分かりやすく教えてもらったなど、大い

に役立つとの声が多く寄せられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注２）
「中伊豆・別府リハビリテーションセンターによるＪＡの介護サービスへの支援に関する調査研究報告書」（平成

22年度）による。 

無回答
1.0%普通

5.6%

よくなかった
0.2%

よかった
41.9%

非常によかった
51.3%

N=408

活かせない
0.7%

どちらともいえない
11.0%

活かせる
85.4%

無回答
2.9%

N=408

図１ 全体的な感想 図２ 今後の業務や活動等への活用 

１．全体的な感想 

 19年度 20年度 21年度 22年度 

非常によかった 38.3 40.0 49.2 51.3 

よかった 52.7 49.2 44.7 41.9 

普通  9.0 10.0  3.6  5.6 

あまりよくなかった  0.0  0.0  0.3  0.0 

よくなかった  0.0  0.0  0.3  0.2 

無回答  0.0  0.8  2.0  1.0 

表１ ４年間の評価（単位：％） 

２．今後の業務や活動等への活用 

 19年度 20年度 21年度 22年度 

活かせる 83.2 79.3 86.9 85.4 

どちらともいえない 15.0 19.2 10.3 11.0 

活かせない  0.6  0.0  0.3  0.7 

無回答  1.2  1.5  2.5  2.9 

 

 

N=408 

 

N=408 
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３．支援時の介護専門職による助言内容 

 助言を行った内容について、一例を次のと

おり紹介する。 

 デイサービス 

1) サービス提供の基本姿勢 

 利用者に、“してあげる”スタイルのサービ

スが見受けられるなど、朝の送迎サービスか

ら夕方の送迎サービスまで、１日を通して利

用者の自立や役割の発揮を意識した、サービ

ス提供が十分ではないと思われる。 

 利用者の自立支援や利用者主体のサービス

へ向けて、サービス提供の姿勢、サービス方

法の改善が求められる。そのためには、デイ

サービスの役割と良いサービスとは何かを再

認識することや、日々のサービス、運営を利 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用者視点で改善することなどが必要である。 

 日々のサービス、運営の改善は、まず利用

者のできること（リスクも含め）やニーズを

把握し、個別援助計画を作成することが必要

である。把握のためには、家、事業所での利

用者の状況を把握する。 

 サービス提供にあたっては、職員同士の情

報共有をしっかり行い、個別援助計画にもと

づき、利用者の残存能力が発揮できるように

する。情報共有は家族との連絡ノート、職員

同士のミーティングなどを通じて行う。 

 これらの実践においては、“してあげるサ

ービス”ではなく、“利用者のニーズに応え、

残存能力の発揮を促すサービス”を意識して

取り組むことが重要である。 

 

記述回答の「具体的によかったこと」（主なもの、ほぼ原文） 

（全体的な感想） 

・ 基本的なことを忘れていることもあり、第三者から見たアドバイスはとても参考になった。 

・ 日常的にやっていそうでやっていない部分が再認識できた。意識を持ってやること、自分自身がしっかり

理解しておかなければならないことを痛感した。 

・ 問題点として捉えていた点が指摘され、より明確に把握でき、方向性が見えてきたように思う。 

（支援内容・方法等） 

・ 実際現場でのサービスに対する指導は大変分かりやすく、改善点などが認識できた。 

・ 短い時間の中で、利用者の特性をよく見て、的確な助言をいただき、今後に生かしていけると感じ、良か

ったと思う。 

・ 問題のある利用者の対応の仕方などに、違う視点から見るアドバイスがあったので、とても良かった。 

・ 介護現場を映像にしてとられ、指導を行うことは分かりやすいと思った。 

（介護の視点・技術・方法等） 

・ 自立支援に対する考え方を改めて考えさせられた。気付く気持ちが足りなかったと思う。 

・ 今まで利用者に手をかけすぎていた。出来るところはもっとやってもらっても良いと思った。 

・ 利用者への声掛けや助言、支援の方法を分かりやすく教えてもらった。 

・ 車椅子の適切な高さ、体位変換介助、身体を起こす方法や椅子から立ち上がるときの適切な立ち位置な

ど、基本を再度見直すことができた。 

（「立位での運動、いすでの運動」手引書による研修の内容・方法等） 

・ 実際に実技をしてみて、どこに力が入るか、どこを使うのかが良く分かりよかった。必要に応じたリハビ

リをすることにより、改善できることが分かった。 

・ 実際に意識して身体を動かすことでどこの筋肉が使われているか実感できた。 

・ それぞれの内容・方法に関して、症状・状態によってどのように体を動かすと効果的か、良くないかを丁

寧に説明され、分かりやすかった。 
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2) 利用者情報の共有化と計画書の作成 

 職員が利用者一人ひとりについて、介護サ

ービス計画（ケアプラン）で何が目的となっ

ているのか、なぜこのサービスが必要なのか

などをよく理解すること、そしてその利用者

情報を職員間での共有につなげるために、計

画書の作成を全員で行うことは、利用者への

サービスの向上につながる。 

 この計画書の作成をすすめる場合、職員一

人あたりの利用者の担当数には差異があって

もよい。最初は少人数からすすめ、試行しな

がら段階的に拡大していく方法もある。 

 全職員による計画書の作成は、その作業で

の共同を通じて、職員の一体感をつくり出す

ことにもつながる。また、終礼等における職

員全員による利用者や業務の情報の共有化が

しやすくなる。 

 なお、カーデックス
注３）

を用いると、利用

者毎の基本情報や計画、日々の記録をすぐに

みることができ、情報の共有化もしやすくな

る。 

3) 個別機能訓練の内容、方法等 

 個別機能訓練について、利用者個別に機能

訓練を行うという、狭い意味に捉えないこと

が必要である。訓練については集合と個別を

組合せてもよい。訓練というと、リハビリ的

なこと（機器・用具を使用した訓練や運動を

行う）が強調されがちだが、リハビリ的なこ

とだけが個別機能訓練の内容ではない。 

 利用者個別に、生活機能・行為に結びつい

たサービスをレクリエーション、移動動作、

食事、入浴などのなかで行うことも個別機能

訓練といえる。例えば、入浴サービスにおい

て、利用者が自力で洗体ができるようにな

り、自宅で入浴できるようにという目標を立

て、片まひでも背中などの洗体ができるよう

な道具を使用した、動作訓練をサービスのな

かに位置付けて援助する。 

 また、身体機能だけではなく、同時に精神

的な部分についてもフォローすることは、個

別機能訓練の大切な項目である。そのことに

よって、心身両面が活性化する。 

 このように個別機能訓練を広く捉えて行う

には、その視点をもって個別機能訓練計画を

作成することが重要である。 

〇 機能訓練の具体的なすすめ方のポイント 

  機能訓練について、運動動作を始める前

に、利用者も意識して行うことができるよ

うに、入浴や食事などの生活動作にどう結

びつくのか、個々の運動動作のねらい、運

動動作の注意点などを説明してから行う。

利用者同士が励ましあいながら行えるよう

にする。日々の機能訓練とは別の時間に利

用者と話し合い、利用者に機能訓練によっ

て生活機能をどう改善・維持したいのか目

標をもってもらう。このようなすすめ方を

行うと、利用者の機能訓練への姿勢・意識

も変わってくる。 

〇 機能訓練の評価 

  職員の主観的評価と測定数値等の客観的

評価などをもとに、総合的な評価を行う。 

  測定による評価は、３ヶ月程度毎に行う。

また、一度に利用者を測定するのは大変な

ので、計画を立てて、職員に負荷の掛から

ぬように行う。 

  その主な評価項目は、次のとおりである。 

  なお、評価項目については、測定の体制

等を勘案し、実施可能な範囲で選択し行う

ことも検討する。 

 ① 片脚立ち（片脚立ちできた時間を測定） 

 

注３）
看護現場（主に病棟）で使われる記録類のひとつ。患者に関する情報や治療内容、実際に行われた処置、看護計画

などを、患者ごとに１枚の紙にまとめ、病棟の患者全員分の用紙を専用ファイルにはさんだもの 
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 ② ファンクショナルリーチ（壁に体側を

向けて立ち、手を軽く握った両腕を90度

挙上させ、肩の高さに挙げたこぶしの先

端をマーク（ａ）し、壁側の腕（もう片

方は下ろす）をその高さのままで前傾し、

体が倒れない最長地点をマーク（ｂ）す

る。（ｂ）―（ａ）の距離を測定） 

 ③ ５ｍ歩行（通常最大歩行速度を測定） 

 ④ 長座位体前屈（膝を伸ばした長座姿勢

で、上体を前屈した両手の指先の位置で

測定） 

 ⑤ TIMED UP & GO TEST（いすから

立ち上り、目標物（３ｍ先）を回って、

またいすに座るまでの時間を測定） 

4) 施設・設備の有効活用 

 ① 和室 

 施設内の和室について、昼寝やイベン

トでの使用ぐらいで、あまり有効に活用

されていない状況が見受けられるが、座

りながらの体操や囲碁、将棋、創作活動

などでの活用が考えられる。ただし、正

座を避ける、足腰等に障害のない利用者

に限定するなどのリスク対応を行う。な

お、和室へ上がる際に段差があることが

多いので、上り下りできる踏み台を設置

してほしい。上り下りの訓練にもなる。 

 ② 手すり 

 手すりが設置されているが活用されて

いない、また手すりの前に備品等が置か

れ、活用できない状況になっていること

が見受けられる。手すりが活用できれば、

トイレ移動等の歩行（安全性もある）、手

すりを使用した立位での体操・訓練など

ができる。 

 利用者の家には和室や手すりがある場合

が多いが、その生活環境での生活動作を維

持できるように、身体機能を保ってもらう

ためにも有効である。 

 ホームヘルプサービス 

1) 自立した生活への支援の視点 

 ホームヘルプサービスは、ホームヘルパー

が利用者宅に入り、個人でサービス提供する

ため、個人のスキルや介護への取組み姿勢等

でサービスに違いが出やすい。しかも、サー

ビス提供を受ける利用者は、個々に生活スタ

イル、生活暦、住宅の構造・配置等が異なる。

また利用者・家族の介護に対する思い・考え

方等も異なる。 

 ホームヘルパーは利用者・家族のことをふ

まえて、自分のスキルを十分に発揮してサー

ビス提供することが求められる。 

 具体的には、利用者の思いに寄り添う視点

をもったコミュニケーションを通じて、利用

者の生活史、生き方を知り、現在の状況がど

うなったら解決（満足）と考えているのかを

理解する。そのうえで、自立した生活を支援

するための具体的な方法を見出すことが必要

である。 

 「あの利用者は意欲がない」といった職員

の声が聞かれることがあるが、利用者の気持

ちや思いを聴いているのだろうか。職員の一

方的な思い、やりやすさでサービスを提供し

ていないか、自分が同じ立場だったらどう思

うかを省みることが大切である。 

2) 生活のなかでのリハビリ援助 

 利用者が自立に向けて、生活のなかでちょ

っとした手伝いなどの役割をもつことによっ

て、利用者の活力につながるように（精神的

リハビリ）、また日常生活のなかでの生活動作

を活かしながら、機能の維持・向上ができる

ように（身体的リハビリ）、ホームヘルプサー

ビスでもリハビリの援助を行っていくことが

重要である。 

3) 介護方法・技術 

 職員により介護方法が異なると、利用者に

不安や違和感を与えかねない。差異の解消を
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目的として、職員同士で話し合う場合、介護

方法の違いをどの視点（安全性、負担など）

で調整するかが大事である。その際、介護の

やりやすさと安全性を混同しないよう特に留

意したい。やりやすさを優先して介護を行っ

てはならない。安全が大切であることを押さ

えておく必要がある。また、話し合いのなか

で確認した介護方法・技術は、繰り返し点検

しながら徹底させることが必要である。 

4) 在宅生活を支える連携 

 ホームヘルプサービスだけでは、利用者の

日常生活のすべてを支えることはむずかしい

ため、訪問リハビリサービス、居宅介護支援

サービスなどの他職種との連携が重要であ

る。そのためには、他職種のサービスの理解、

他職種との情報交流が必要である。 

 

おわりに 

 ＪＡ共済がすすめる中伊豆・別府リハビリ

センターによる支援は、上述の調査結果から

ＪＡの介護サービス事業にかかるサービス・

運営の改善・向上に寄与していることがうか

がえる。ＪＡにおいて、積極的にご活用いた

だきたい。 

 なお、この活動の事例集は、19～22年度に

わたって年度毎に作成してきている。また、

「立位での運動、いすでの運動」手引書、介

護サービス助言集＜デイサービス編＞も作成

している。これらの冊子についても、ご活用

いただきたい。 

 

 支援の方法、経費、問合せ先  

＜支援方法＞ 

 リハビリセンターの介護専門職による個別助言等の実施 

  要請があったＪＡ等にリハビリセンターの介護専門職が直接出向き助言等を行う。 

 ＪＡの介護事業に携わる人材を集めた県、リハビリセンター等での研修会の開催 

  ①中央会等から要請があった県において、②またはリハビリセンターにおいて、研修会を実施する（リ

ハビリセンターでの職員受入研修も可）。 

 、のＪＡ等に対するリハビリセンターによる事後の助言、相談対応 

  ＪＡ等と両リハビリセンターとの間で随時実施（メール、ＦＡＸ）する。 

＜支援の経費＞ 

 リハビリセンターによる個別助言等・現地研修経費（助言・研修料、資材費、交通費等（会場費は除く））、

リハビリセンターでの研修会経費（研修費、資材費に限る。）や事後の助言、相談対応にかかる費用について

は、ＪＡ共済連が負担する。 

＜支援の問合せ先・申込先＞ 

 農協共済総合研究所 調査研究部 濱田，泉田 （ＴＥＬ 03－3262－9659） 
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